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●財政再生計画の平成２６年度実施状況 …………………………２
●第１回 夕張市地方人口ビジョン及び地方版総合戦略策定委員会の実施… ４
●キラリ！～魅力ある高校づくりへの取り組み～ ………………５
●水道事業会計の状況 ………………………………………………６

夕張高校魅力化～夕張の未来を担う人づくり～
夕張高校の魅力づくりに向けて、市として主体的に取り組むため、庁内にワーキンググループを
立ち上げ、何が必要で何ができるのかを検討しています。
夕張高校、保護者、地域などと連携しながら、「夕張の未来を担う人づくり」を目指す地元高校
のこれからのために、積極的な取り組みを進めていきます。

No.１３52　2015

コンセプト　「人づくり」
◆挑戦する子どもたちの成長を促す環境整備◆挑戦する子どもたちの成長を促す環境整備
◆学力や部活動の力をつけることで、社会を生き抜く人間力や自立心の創造を目指す◆学力や部活動の力をつけることで、社会を生き抜く人間力や自立心の創造を目指す
◆故郷に誇りを持ち、夕張を語れる、将来の夕張を担う人づくり◆故郷に誇りを持ち、夕張を語れる、将来の夕張を担う人づくり

◆挑戦する子どもたちの成長を促す環境整備
◆学力や部活動の力をつけることで、社会を生き抜く人間力や自立心の創造を目指す
◆故郷に誇りを持ち、夕張を語れる、将来の夕張を担う人づくり

夕張高校魅力化の４本柱
学力の向上
◆国公立大を視野に入れた
　学習支援体制
◆検定・資格取得に係る
　費用の助成

部活動強化
◆部活動の活性化によ
り、生徒間にいい意
味での競争を生む
◆部活を通じて人間力
を身につける指導者
の雇用
◆公共施設などを部活
動のために開放
◆交通体制の整備
◆挑戦する高校として
地域の誇りに

地域愛を育む
◆小・中・高でスキー授業の実施
◆夕張の自然を活用したアウトド
ア教育
◆地域課題を活用した教育（高齢
者との交流、除雪ボラン
　ティアなど）
◆農作業アルバイトなどの地域
　活動を通して人間力の形成
◆地域イベントへの参加や元気な挨
拶を通し、地域に愛される高校

新しい人間関係＆交流促進
◆他市町村からの生徒を受け入れる体制整備
◆海外など他校との交換留学
◆高校生キャンプやスポーツ合宿を通し、他市町村の生
徒との交流促進

★生徒一人ひとりの幸せを目指し、挑戦する生徒を支えて育てる
★生徒たちの前向きな挑戦に対し、出来る限りのサポート
★★★★★★
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計
画
と
具
体
的
な
措
置
の
状
況

◎
事
務
と
事
業
の
見
直
し
、
組
織
の
合
理

化
そ
の
他
の
歳
出
削
減
に
関
す
る
状
況

⑴
か
ら
⑻
の
措
置
に
よ
る
削
減
効
果
額
は

平
成
21
年
度
か
ら
の
累
積
で
１
７
３
億
９
６

百
万
円

⑴
人
件
費

◆
全
会
計
の
職
員
数
は
、
平
成
26
年
４
月
１

日
現
在
で
１
４
４
人
で
あ
っ
た
が
、
計
画
上

不
足
し
て
い
た
消
防
職
員
を
年
度
途
中
に
１

人
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
１
４
５
人
と
な
り
、

年
度
末
ま
で
こ
の
範
囲
内
で
維
持
し
ま
し
た
。

◆
一
般
職
給
与
は
、
国
家
公
務
員
準
拠
を
原

則
と
し
た
上
で
、
給
料
月
額
は
平
成
21
年
度
人

事
院
勧
告
後
の
給
料
表
を
基
本
と
し
て
、
平

均
20
％
削
減
し
た
ほ
か
、
諸
手
当
に
つ
い
て
は

計
画
ど
お
り
の
削
減
を
行
い
、
特
別
職
給
与
や

議
員
報
酬
、
非
常
勤
特
別
職
報
酬
に
つ
い
て
も

計
画
ど
お
り
の
削
減
を
行
い
ま
し
た
。

◆
こ
う
し
た
削
減
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
副

市
長
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
７
月
以
降
、

当
分
の
間
、
置
か
な
い
こ
と
と
し
た
こ
と
や

年
度
途
中
の
職
員
退
職
に
伴
う
新
規
採
用
職

員
の
補
充
に
よ
り
、
給
料
と
職
員
手
当
な
ど

が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
総
人
件
費

は
計
画
に
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
物
件
費

◆
賃
金
や
旅
費
、
需
用
費
、
委
託
料
、
備
品

購
入
費
な
ど
の
物
件
費
は
、
計
画
ど
お
り
経

費
の
削
減
に
努
め
た
ほ
か
、
契
約
事
務
の
適

正
な
執
行
に
よ
っ
て
、
計
画
に
比
べ
て
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

⑶
維
持
補
修
費

◆
各
種
公
共
施
設
や
公
営
住
宅
な
ど
に
要
す
る

管
理
経
費
な
ど
の
維
持
補
修
費
は
、
計
画
ど
お

り
経
費
の
削
減
や
契
約
事
務
の
適
正
な
執
行
に

よ
っ
て
、
計
画
と
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
26
年
度
は
初
冬
を
中
心
に
大
雪
に
見

舞
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
除
排
雪
経
費
を
増
額

す
る
計
画
変
更
を
行
い
ま
し
た
が
、
除
雪
基

準
に
基
づ
く
最
小
限
の
執
行
に
と
ど
め
た
ほ

か
、
共
同
浴
場
な
ど
の
緊
急
的
な
維
持
補
修

に
つ
い
て
は
、
財
源
の
確
保
を
図
り
な
が
ら

必
要
最
小
限
の
修
繕
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑷
扶
助
費

◆
扶
助
費
は
、
計
画
ど
お
り
市
単
独
事
業
は

高
齢
者
や
教
育
活
動
へ
の
給
付
に
限
り
実
施

し
た
ほ
か
、
生
活
扶
助
等
給
付
費
な
ど
に
お

い
て
計
画
で
見
込
ん
で
い
た
対
象
人
員
や
経

費
な
ど
が
見
込
み
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、

計
画
に
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

⑸
補
助
費
な
ど

◆
各
種
補
助
金
な
ど
の
補
助
費
な
ど
に
つ
い

て
は
、
計
画
ど
お
り
真
に
必
要
な
も
の
に
限

定
し
経
費
の
削
減
に
努
め
ま
し
た
。

◆
市
民
活
動
な
ど
に
使
途
を
指
定
し
た
寄
付

金
を
基
金
に
積
み
立
て
、
当
該
基
金
を
財
源

と
し
た
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑹
投
資
的
経
費

◆
投
資
的
経
費
は
、
計
画
期
間
内
に
実
施
す

る
主
要
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
市
営
住

宅
再
編
事
業
に
よ
る
市
営
住
宅
の
建
設
を
は
じ

め
、
過
疎
債
の
ハ
ー
ド
事
業
を
活
用
し
た
汚
泥

再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
消
防
救
急
デ
ジ

タ
ル
無
線
の
整
備
、
過
疎
債
の
ソ
フ
ト
事
業
を

活
用
し
た
老
朽
市
営
住
宅
や
不
用
公
共
施
設

の
除
却
事
業
な
ど
、
必
要
性
や
財
源
に
つ
い
て

十
分
な
検
討
を
行
っ
た
上
で
真
に
必
要
な
も
の

に
限
定
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

⑺
公
債
費

◆
公
債
費
は
、
計
画
ど
お
り
地
方
債
の
新
規
発

行
の
抑
制
に
努
め
な
が
ら
着
実
に
債
務
を
償
還

し
、実
質
公
債
費
比
率
の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

◆
将
来
の
地
方
債
償
還
や
北
海
道
市
町
村
振

興
基
金
貸
付
金
償
還
に
対
応
す
る
た
め
、
減

債
基
金
へ
の
積
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

⑻
他
会
計
繰
出
金

◆
他
会
計
繰
出
金
は
、
事
業
の
経
営
改
善
や

収
入
の
適
正
化
な
ど
の
取
組
状
況
を
踏
ま
え
、

計
画
に
基
づ
く
繰
出
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
地
方
税
そ
の
他
の
収
入
の
増
徴
に
関
す

る
状
況

次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累

積
効
果
額
は
２
億
４
百
万
円

◆
市
税
そ
の
他
の
収
入
の
徴
収
は
、
計
画
ど

お
り
合
理
的
な
計
画
徴
収
に
努
め
ま
し
た
。

◎
地
方
税
そ
の
他
の
収
入
で
滞
納
に
係
る

も
の
の
徴
収
に
関
す
る
状
況

次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累

積
効
果
額
は
４
千
３
百
万
円

◆
現
年
分
の
滞
納
者
へ
の
対
応
を
重
視
し
滞

納
繰
越
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
、
自
主
納

付
を
促
す
よ
う
工
夫
し
催
告
書
を
速
や
か
に

送
付
す
る
と
と
も
に
、
財
産
調
査
を
徹
底
し

て
行
い
滞
納
処
分
の
一
環
と
し
て
前
年
度
を

上
回
る
給
与
・
預
金
な
ど
の
差
押
の
実
施
や
、

生
活
再
建
や
家
計
の
改
善
を
支
援
す
る
た
め
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
無

料
相
談
を
実
施
し
滞
納
原
因
の
解
消
に
繋
げ

る
な
ど
、
適
正
で
効
率
的
な
滞
納
整
理
に
努

め
ま
し
た
。

◆
東
京
都
と
の
自
治
体
間
連
携
事
業
と
し
て

貸
与
を
受
け
て
い
る
ミ
ラ
ー
ズ
ロ
ッ
ク
な
ど

を
積
極
的
に
活
用
し
完
納
や
納
付
相
談
に
繋

げ
る
な
ど
納
税
意
識
の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

◆
市
営
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
年
２
回
滞

納
者
全
員
に
催
告
書
を
送
付
し
、
連
絡
の
な
い

誓
約
不
履
行
者
に
対
し
て
は
、
職
員
が
直
接

訪
問
の
う
え
催
告
書
を
手
渡
す
と
と
も
に
、
そ

の
場
で
折
衝
を
行
う
な
ど
、
滞
納
者
へ
の
督
促

の
徹
底
を
図
り
ま
し
た
。
督
促
に
応
じ
な
い
悪

質
滞
納
者
に
つ
い
て
法
的
措
置
に
着
手
し
、
１

件
は
訴
訟
提
起
、
ま
た
２
件
は
和
解
の
上
、
計

画
的
な
納
入
を
徹
底
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◎
使
用
料
な
ど
の
変
更
、
財
産
の
処
分
、

そ
の
他
の
歳
入
の
増
加
に
関
す
る
状
況

次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累

積
効
果
額
は
３
億
８
千
７
百
万
円

◆
使
用
料
と
手
数
料
は
、
平
成
19
年
度
に
実

国
、
財
政
再
生
計
画
の
平
成
26
年
度
実
施
状
況

　

夕
張
市
は
、
平
成
22
年
３
月
に
総
務
大
臣
の
同
意
を
得
て
財
政
再
生
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
財
政
係 

☎
52
―
３
１
２
２
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施
し
た
引
き
上
げ
な
ど
の
見
直
し
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
収
入
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

◆
財
産
の
処
分
な
ど
そ
の
他
の
収
入
の
増
加

に
向
け
た
対
策
と
し
て
、
高
松
ズ
リ
山
の
採

取
に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始
し
た
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
市
有
財
産
売
却

（
35
品
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
金
融
機
関
店
舗
と
し
て
の
市
庁
舎
の
有
償

貸
与
や
、
有
料
に
よ
る
財
政
再
建
関
係
の
視

察
受
入
れ
、
公
用
車
・
Ｈ
Ｐ
の
広
告
媒
体
と

し
て
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
収
入
の
確
保
に

努
め
ま
し
た
。

◎
超
過
課
税
ま
た
は
法
定
外
普
通
税
に
よ

る
地
方
税
の
増
収
に
関
す
る
状
況

次
の
措
置
に
よ
る
平
成
21
年
度
か
ら
の
累

積
効
果
額
は
３
億
１
千
９
百
万
円

◆
市
税
は
、
法
令
上
の
上
限
の
税
率
な
ど
を

踏
ま
え
、
平
成
19
年
度
に
行
っ
た
見
直
し
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
他
財
政
の
再
生
に
必
要
な
事
項
の

措
置
の
状
況

◆
実
質
的
な
計
画
期
間
の
５
年
度
目
で
あ
る

平
成
26
年
度
に
つ
い
て
は
、
計
画
策
定
後
に

生
じ
た
新
た
な
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

事
務
事
業
の
必
要
性
や
緊
急
性
な
ど
を
十
分

検
討
し
た
上
で
、
財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら

計
４
回
（
６
月
、
９
月
、
11
月
、
３
月
）
の

計
画
変
更
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
平
成
26
年
８
月
に
国
、
北
海
道
及
び
市
の

実
務
者
に
よ
る
三
者
協
議
を
実
施
し
、
地
域

の
再
生
や
市
民
生
活
の
安
全
安
心
に
不
可
欠

な
事
業
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
特
に
優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
11
項
目
を
重
点
課
題
と
し
て
協
議
を

行
っ
た
結
果
、
地
域
資
源
「
ズ
リ
」
の
活
用

に
よ
る
夕
張
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
造
事
業
に

つ
い
て
、
平
成
26
年
度
に
財
政
再
生
計
画
の

変
更
を
行
っ
た
ほ
か
、
旧
富
野
じ
ん
芥
焼
却

場
の
解
体
な
ど
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度
当

初
の
計
画
変
更
に
向
け
て
、
具
体
的
な
協
議

を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
平
成
26
年
度
の
財
政
再
生
計
画
変
更
に
お

い
て
、
不
用
公
共
施
設
除
却
な
ど
に
係
る
過

疎
債
を
借
入
れ
た
こ
と
か
ら
、
償
還
に
係
る

後
年
度
の
財
政
負
担
に
対
応
す
る
た
め
、
必

要
な
財
源
を
財
政
再
生
計
画
調
整
基
金
に
積

立
て
ま
し
た
。

◆
今
後
と
も
、
企
業
誘
致
活
動
の
推
進
に
よ

る
地
域
経
済
の
活
性
化
促
進
や
民
間
賃
貸
住

宅
建
設
に
対
す
る
助
成
事
業
な
ど
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
定
住
人
口
の
増
加
や
地
方
税
の

増
収
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◆
夕
張
市
の
再
生
の
た
め
に
は
市
民
、
議
会
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
本
市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
情

報
公
開
の
推
進
に
よ
る
透
明
性
の
高
い
行
財

政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
参
加
や

民
間
活
力
の
導
入
な
ど
、
市
民
・
企
業
と
の

協
働
に
よ
る
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
額
と
実
績
額
の
比
較
と
再
生
振
替

特
例
債
残
額
の
状
況

再
生
振
替
特
例
債
（
平
成
21
年
度
借
入
）

借
入
額　

３
２
１
億
９
千
９
百
万
円

利
率
な
ど　

17
年
償
還
（
３
年
据
置
）

元
利
均
等　

年
１
・
50
％

（
注
）
平
成
20
年
度
決
算
ま
で
生
じ
て
い
た
実

質
赤
字
額
は
、
平
成
21
年
度
に
再
生
振
替
特

例
債
を
借
り
入
れ
た
こ
と
で
解
消
し
ま
し
た
。

再
生
振
替
特
例
債
は
、
財
政
再
生
計
画
に
お

い
て
平
成
22
年
度
か
ら
17
年
間
で
計
画
的
に

償
還
す
る
も
の
で
す
。
平
成
22
年
度
か
ら
24

年
度
ま
で
は
利
子
分
の
み
の
償
還
で
、
平
成

25
年
度
か
ら
元
金
償
還
が
始
ま
り
ま
し
た
。

地方税（市民税、固定資産税など）26 百万円、地方交付税（普
通交付税、特別交付税）387 百万円、国庫支出金（生活保護費負
担金など）▲77 百万円、地方債（公営住宅建設事業債など） ▲
147 百万円、その他（貸地料など）▲15 百万円
人件費（給料、各種手当など）▲59 百万円、物件費（需用費、委
託料など）▲63百万円、維持補修費（除雪委託料など）▲36百万円、
扶助費（生活扶助等給付費など）▲109百万円、普通建設事業費（消
防救急デジタル無線整備工事など）▲123 百万円、繰出金（介護保
険事業会計繰出金など）▲39 百万円、その他（農業基盤整備促進
事業補助金など）▲73百万円

歳入歳出
差引額

平成 26 年度
計画額

平成 26 年度
実績額 差引増減区　　分

歳　　入 12,992,145

歳　　出 12,992,145

0

28,001,139

13,158,749

12,482,519

676,230

28,001,139

166,604

△509,626

676,230

0

主な増減理由

再生振替
特例債残額

【一般会計+診療所事業会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

１５.０

２０.０

２５.０

３５０.０

０.００

０.００

４７.２　

７４８.７　

０.００

０.００

６１.０　

７２４.４　

０.００

０.００

６５.０　

８２０.７　

実質赤字
比 率

早 期
健全化基準

平成 26 年度
計 画 値

平成 26 年度
実 績 値

平成 25 年度
実績値（参考）

連結実質
赤字比率

実質公債
費 比 率

将来負担
比 率

区　　分

健全化判断比率の状況　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
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第１回 夕張市地方人口ビジョン及び地方版総合戦略策定委員会の実施
現在、国と地方公共団体が一体となって「まち・ひと・しごと」の創生に取り組むため、全国の自治体が

「地方人口ビジョン」及び「地方版総合戦略」の策定を進めています。
夕張市においても「夕張市地方人口ビジョン及び地方版総合戦略策定委員会」を設置し、平成 27年 9月
1日に第 1回策定委員会を実施しました。その結果について報告します。

第２回策定委員会（11月中の実施を予定）では、今回委員の皆さんからいただいた意見をもとに、市から地方版
人口ビジョン及び地方版総合戦略の骨子案を提示し、それに対して肉付け・修正意見などを求めていく予定です。
日程は決定しだい、市ホームページにて公表します。
委員会は市民の方であれば、どなたでも傍聴できます。ぜひお越しください。

問合せ先　市まちづくり企画室 ☎５２－３１４１

◆若者が住む環境を備える
◆情報発信すること、若者が話し合う場を設ける
◆高齢者の雇用を創出する
◆外国人客を対象とした事業をつくる
◆森林資源を活用した雇用を創出する

◆住む場所の確保（市営住宅の入居条件の
緩和、持家促進、空家の活用など）
◆雇用の確保（収入など安定した雇用条件
の整備、メロンの農家の婚活や夏・冬での
農家とリゾートの就業連携など）
◆子育て支援（子育て援助に関するわかり
やすい情報提供、産科・小児科の確保、公
園の活用など）

◆地区のたまり場：中心拠点のほかに、地
区別、年代別に溜まることができる場所づ
くり

高齢者、よそ者の知識や情熱、
郷土愛を持っている人、若者など

石炭博物館や市有林、旧学校施設、
夕張というネームバリュー、市営住宅
など

◆地元の人が夕張の魅力をもっと発信できるようにする
◆何のために夕張に来てもらうのかを明確にし、イベ
ントや新規事業をわかりやすく情報発信する
◆夕張のスポーツ施設を活かしていくために道外へ発
信する（外国人観光客を対象としていくことも大切）
◆個人住宅の売買促進など（不動産の流動化）
◆民間の活力を生かす

「夕張の資源を活用した雇用を創出する」 「若者の定住の促進」

「まちのコンパクト化、拠点形成」

夕張に今いる人を活かす！夕張に今あるモノを活かす！

「新たな人のながれ・交流人口を生む」

策定委員からの提言

資源（モノ）を活かしていくためには、夕張に今いる人を活かすことが大切であり、
こうした人々を育成し、交流を創出していくことが必要。

課題解決に
向けた想い



広報ゆうばり　２０１５年１１月号55

〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

キ
ラ
リ
！

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
相

談　

７
月
27
日

北
海
道
教
育
委
員
会
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
派
遣
事
業
を
活
用
し
、
２
年
生
と

の
ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。
北
海
道
教

育
委
員
会
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

栗
田
郁
子
氏
か
ら
、
個
々
の
生
徒
に
対
す
る

具
体
的
な
対
応
を
専
門
的
な
立
場
か
ら
助
言
、

担
任
へ
具
体
的
な
支
援
方
法
学
び
ま
し
た
。

特
に
、
栗
田
氏
か
ら
は
、
医
療
機
関
と
連

携
す
る
場
合
、
教
職
員
に
は
非
常
に
難
し
い

課
題
で
あ
る
、
個
人
情
報
や
今
日
ま
で
の
指

導
状
況
の
効
果
的
な
伝
え
方
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
指
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
北
星
大
学
の
学
生
も
参
加
し
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
業

務
に
つ
い
て
、
実
際
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

他
の
専
門
機
関
と
の
連
携
の
具
体
的
な
方

法
や
、
保
護
者
に
寄
り
添
い
支
え
る
方
策
を

助
言
さ
れ
、
電
話
な
ど
で
も
相
談
し
て
頂
け

る
こ
と
か
ら
、
担
任
か
ら
生
徒
や
保
護
者
に

心
に
余
裕
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

『
正
し
い
日
本
語
表
現
』

〜
進
路
講
話
〜　

８
月
25
日

３
年
生
35
人
を
対
象
に
、
札
幌
大
谷
大
学

社
会
学
部
学
部
長
平
岡
祥
孝
教
授
を
講
師
と

し
て
進
路
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

７
月
16
日
に
実
施
し
た
第
１
回
目
の
講
義

で
は
、「
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
〜
社
会
人
と

し
て
の
心
構
え
、
人
間
関
係
形
成
力
」
を
テ
ー

マ
に
講
義
・
演
習
を
行
い
、
第
２
回
目
は
、「
正

し
い
日
本
語
表
現
」
に
つ
い
て
の
講
義
と
、
志

望
理
由
書
や
履
歴
書
の
書
き
方
に
つ
い
て
の

演
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
岡
教
授
か
ら
は
、
主
語
と
述
語
の
関
係
、

わ
か
り
や
す
い
修
飾
語
、
多
彩
な
接
続
詞
の
必

要
性
な
ど
具
体
的
な
例
を
引
用
し
な
が
ら
指

導
し
て
い
た
だ
き
、
採
点
者
の
気
持
ち
に
な
っ

て
、
丁
寧
に
文
字
を
記
入
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。
生
徒
は
企

業
に
提
出
す
る
履
歴
書
や
進
学
先
へ
の
志
望

理
由
書
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
、
進
学
希
望

者
生
徒
の
小
論
文
を
実
際
に
添
削
し
、
直
接

指
導
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

今
回
は
、
教
職
員
も
一
緒
に
参
加
し
講
義

を
受
け
、
公
文
書
や
調
査
書
な
ど
の
日
本
語

の
表
現
に
つ
い
て
研
修
を
深
め
ま
し
た
。

今
後
は
、
２
年
生
を
対
象
に
現
在
の
進
路

状
況
や
進
路
希
望
実
現
の
た
め
心
構
え
に
つ

い
て
講
義
し
て
頂
く
予
定
で
す
。　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
と
夕
張
高
等
養
護
学

校
の
交
流　

８
月
26
日

夕
張
高
等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
13
人
が
、

夕
張
高
等
養
護
学
校
を
訪
問
し
、
寄
宿
生
12

人
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

夕
張
高
等
養
護
学
校
が
年
６
回
実
施
し
て

い
る
地
域
住
民
と
の
交
流
会
「
Ｃ
Ｏ
．
Ｃ
Ｏ
．

フ
レ
」
に
、
夕
張
高
校
生
が
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン

ス
を
企
画
し
て
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

音
楽
に
合
わ
せ
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
な
が
ら

一
つ
の
長
い
列
に
な
る
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
、
ひ

も
に
つ
る
さ
れ
た
ア
メ
を
と
る
障
害
物
競
走
、

全
員
で
踊
る
妖
怪
体
操
な
ど
で
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

３
年
生
の
浜
崎
祐
輔
部
長
は
「
計
画
通
り

い
か
な
い
場
面
や
準
備
が
な
か
な
か
進
ま
な

い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
心
に

残
る
企
画
が
で
き
た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
は
、
全
６
回
参
加
す
る

予
定
で
す
。

校
外
清
掃
活
動　

８
月
27
日

２
年
生
が
Ｌ
Ｈ
Ｒ
に
お
い
て
校
外
清
掃
を

実
施
し
ま
し
た
。
校
外
清
掃
は
、
年
３
回
実

施
し
、
５
月
に
３
年
生
、
11
月
に
１
年
生
が

実
施
し
て
い
ま
す
。

通
学
路
の
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
、
コ
ン
ビ

ニ
周
辺
、
バ
ス
停
留
所
、
Ｊ
Ｒ
南
清
水
沢
駅

の
ゴ
ミ
の
様
子
な
ど
も
観
察
し
、
地
域
の
方
々

と
も
挨
拶
を
す
る
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
ま
し
た
。

交
通
安
全
委
員
と
連
携
し
、
登
校
時
に
街

頭
で
の
交
通
安
全
指
導
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト　

９
月
１
日

北
海
道
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
２
０
１
５
地
震

防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
ア
プ
リ
を
登
録
し
た
生
徒
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
緊
急
地
震
速
報
（
訓
練
）
の
ブ

ザ
ー
が
鳴
り
、
音
が
聞
こ
え
た
ら
、
Ｄ
Ｒ
Ｏ

Ｐ
！
「
ま
ず
低
く
」、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
！
「
身
を

守
る
」、
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｄ 

Ｏ
Ｎ
！
「
動
か
な
い
」
の

避
難
行
動
を
と
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
事

前
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
付
し
、
避
難
行
動

の
確
認
や
東
日
本
大
震
災
時
の
命
を
守
っ
た

行
動
な
ど
の
具
体
例
を
示
す
な
ど
、
自
助
の

大
切
さ
を
全
員
で
共
有
し
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は
、
実
際
に
揺
れ
て
い
る
中
で
冷

静
に
な
っ
て
、
机
の
下
に
自
分
の
体
を
入
れ
る

こ
と
は
難
し
い
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
９
日
の
秋
季
避
難
訓
練
で
も
、
再
度

避
難
行
動
を
確
認
し
ま
し
た
。

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
１
１
０
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水
道
事
業
会
計
の
状
況  （
平
成
27
年
度
上
期 

４
月
か
ら
９
月
）

















（単位：円） （単位：円）

平成 26年度水道事業会計決算の状況
○水道事業会計損益計算書

営 業 費 用
営 業 外 費 用
特 別 損 失
当年度純利益
合 計

327,326,137
32,454,622
85,573,105

△36,443,189
408,910,675

315,160,546
78,961,324
14,788,805

408,910,675

営 業 収 益
営業外収益
特 別 利 益

合 計

借 方 貸 方

○水道事業会計貸借対照書

有形固定資産
無形固定資産
流 動 資 産
繰 延 勘 定

合 　 計

固 定 負 債
流 動 負 債
繰 延 収 益
資 本 金
剰 余 金
合 　 計

3,587,213,065
　8,413,120
116,922,035
16,263,814

3,728,812,034

752,826,895
178,270,927
1,261,849,266
887,046,430
648,818,516
3,728,812,034

借 方 貸 方

水
道
事
業
の
経
営
や
運
営
方
針
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
、
水
道

事
業
の
概
要
や
経
理
の
状
況
な
ど
を
公

表
し
ま
す
。

【
配
水
施
設
整
備
事
業
】

こ
の
事
業
は
円
滑
な
給
水
を
行
う
た
め
、

配
水
管
な
ど
の
施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
社
光
送
水
ポ
ン
プ
室
流
入
管

更
新
工
事
、
南
清
水
沢
地
区
道
路
工
事
に
伴

う
配
水
管
移
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

【
夕
張
市
上
水
道
第
８
期
拡
張
事
業
】

こ
の
事
業
は
現
在
実
施
し
て
い
る
夕
張
市

上
水
道
第
８
期
拡
張
計
画
に
係
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
に
つ
い
て
、
事
前
評
価
業
務
を
委
託
す
る

も
の
で
す
。

【
メ
ー
タ
ー
更
新
事
業
】

こ
の
事
業
は
有
効
期
限
の
満
了
と
な
る
水

道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
す
る
も
の
で
す
。
今
年

度
は
市
内
全
域
約
７
１
０
個
の
交
換
を
行
い

ま
す
。

【
水
質
検
査
】

市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
で
良
質
な
水
を
飲

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
毎
月
定
期
的
に
各
浄

水
場
と
各
地
区
の
給
水
栓
の
水
質
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。  

問
合
せ
先  市

上
下
水
道
課　

☎
52
―
３
１
５
２

（平成 27 年 9月30日現在）

（平成 27 年 9月30日現在）○配水状況

○給水状況
1. 給水件数と給水人口

２．用途別使用水量

種 別
一 般 用
浴 場 用
臨 時 用
特 別 計 量

計

使用水量（㎥）
413,957
21,196
623

43,717
479,493

構成比（％）
86.4
4.4
0.1
9.1

100.0

件 　 　 数
4,926 件

人 　 　 口
9,158 人

総 配 水 量
616,315 ㎥

日 平 均 水 量
3,368 ㎥

　

長 

寿 

を 

お 

祝 

い

９
月
17
日
、
来
年
３
月
ま
で
に
百
歳
を
迎
え
る
長
寿
の
方
に
贈
ら

れ
る
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
い
状
と
記
念
品
の
銀
杯
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

伝
達
を
受
け
た
の
は
、
下
村
つ
よ
様
、
小
山
内
チ
ヨ
様
、
堀
尾
八

重
子
様
、豊
田
ミ
ヨ
様
、廣
島
好
子
様
、中
山
勝
四
郎
様
、藤
井
ト
キ
様
、

山
口
善
右
エ
門
様
の
８
人
で
す
。

「
た
く
さ
ん
話
を
す
る
」「
何
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
」「
で
き
る
こ

と
は
自
分
で
や
る
」
な
ど
長
寿
の
秘
訣
は
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
夕
張
を
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

  ９
月
１
日
現
在
、
夕
張
市
に
は
百
歳
以
上
の
長
寿
の
方
は
12
人
い
ま
す
。

（平成 27 年 9月30日現在）
１．経理の状況

２．資産の現在高 3,773,005 千円
３．企業債の現在高 800,858 千円
４．一時借入金の現在高 20,000 千円

給水のための収益的収支

　　　　　　収益的収入

　　　　　　収益的支出

配水施設などを整備するための資本的収支

　　　　　　資本的収入

　　　　　　資本的支出

172,172 千円

51,043 千円

       0 千円

54,233 千円

区　　　　　　分 執行済額

下村つよ様

豊田ミヨ様中山勝四郎様
廣島好子様藤井トキ様

堀尾八重子様 小山内チヨ様
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「
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
」

時
刻
表
訂
正

広
報
ゆ
う
ば
り
10
月
号
折
込
み

「
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
」
の

時
刻
表
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
正

し
い
時
刻
表
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ
先  

市
ま
ち
づ
く
り
企
画
室 

☎
52
―
３
１
４
１

幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金

助
成
事
業
決
定

（
平
成
27
年
度
下
期
分
）

「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」

か
ら
市
民
団
体
に
助
成
す
る
事
業

が
決
定
し
ま
し
た
。

▼
夕
張
レ
ガ
メ
ッ
ツ
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

少
年
団
推
進
事
業
）
▼
北
海
道
ジ
ュ

ニ
ア
ス
キ
ー
決
勝
夕
張
大
会
実
行
委

員
会
（
北
海
道
ジ
ュニ
ア
技
術
選
手

権
決
勝
夕
張
大
会
）
▼
夕
張
ス
キ
ー

連
盟
（
幼
児
・
小
学
生
ス
キ
ー
教
室
）

▼
ゆ
う
ば
り
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
第
31
回
ゆ
う
ば
り
夏
ま
つ
り
）
▼

夕
張
歌
留
多
愛
好
会
（
子
ど
も
か
る

た
推
進
事
業
）
▼
夕
張
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
（
親
子
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
）
▼
夕
張
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
運
営
委

員
会
（
夕
張
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
整
備

運
営
事
業
）
▼
夕
張
も
み
じ
祭
り
実

行
委
員
会
（
夕
張
も
み
じ
祭
り
）
▼

夕
張
ジ
ュニ
ア
ス
キ
ー
チ
ー
ム
（
夕
張

ジ
ュニ
ア
ス
キ
ー
チ
ー
ム
）
▼
夕
張
太

鼓
保
存
会
「
竜
花
」（
夕
張
太
鼓
興

起
45
周
年
・
夕
張
太
鼓
保
存
会
設
立

30
周
年
記
念
演
奏
会
）
▼
特
定
非
営

利
活
動
法
人
ゆ
う
ば
り
フ
ァ
ン
タ
（
ゆ

う
ば
り
映
画
交
流
促
進
事
業
）
▼
末

広
子
供
会
（
末
広
子
供
会
地
域
ふ
れ

あ
い
事
業
）
▼
夕
張
音
楽
協
会
（
第

26
回
市
民
音
楽
の
夕
べ
）
▼
ハッ
ス
ル

夕
張
（
市
内
周
辺
の
環
境
美
化
整
備

事
業
）
▼
清
栄
町
さ
つ
き
会
運
動
ク

ラ
ブ
（
清
栄
町
さ
つ
き
会
運
動
ク
ラ

ブ
）
▼
夕
張
民
児
協
高
齢
者
福
祉
訪

問
事
業
実
行
委
員
会
（
高
齢
者
福

祉
訪
問
事
業
）
▼
ふ
れ
あ
い
交
流
事

業
実
行
委
員
会
（
ふ
れ
あ
い
交
流
事

業
）
▼
夕
張
市
青
少
年
育
成
協
議
会

（
青
少
年
健
全
育
成
事
業
）
▼
が
ん

ば
る
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
（
が

ん
ば
る
市
民
文
化
祭
２
０
１
５
）
▼

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
守
る
市
民

の
会
（
市
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
）
▼

夕
張
メ
ロ
ン
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
復

活
夕
張
メ
ロ
ン
ま
つ
り
）

問
合
せ
先  

市
ま
ち
づ
く
り
企
画
室 

☎
52
―
３
１
４
１

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
あ

ず
ま
し
い
」

時　

間　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５

時
30
分
（
市
役
所
開
庁
時
間
）

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
あ
ず
ま
し
い
」
市
役
所
２
階

「
雪
ふ
る
こ
ろ
の
書
道
展
」

美
術
館
所
蔵
品
か
ら
、藤
根
星
洲
、

原
田
青
琴
、
我
妻
緑
巢
ら
の
書
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
観
覧
無
料
。

期　

間　

11
月
18
日
ま
で

「
第
15
回
緑
風
展
」

夕
張
高
等
養
護
学
校
の
生
徒
が
、

美
術
や
自
立
活
動
の
学
習
活
動
で

制
作
し
た
絵
画
や
造
形
な
ど
の
作

品
展
。

期　

間　

11
月
24
日
〜
12
月
17
日

◆
働
く
人
の
た
め
の
ヨ
ガ
教
室

体
の
ゆ
が
み
や
癖
を
知
り
意
識
す

る
こ
と
で
、
動
き
や
す
く
疲
れ
に
く

い
体
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

主　

催　

ゆ
う
ば
り
生
涯
学
習
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

対　

象　

20
代
か
ら
50
代
の
男
女

と　

き　

11
月
21
日
・
28
日
、
12
月

５
日
・
12
日 

午
前
10
時
〜
11
時
30

分
（
土
曜
日　

全
４
回
）

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

講　

師　

木
村
愛

受
講
料　

３
、０
０
０
円
（
傷
害
保

険
料
含
む
）

申
込
期
限　

11
月
18
日

◆
夕
張
文
化
誌
61
号
「
市
民
の

広
場
」
原
稿
募
集

市
内
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容　

俳
句
、短
歌
、川
柳
（
各

10
首
以
内
）、
詩
、
随
筆
、
掌
編
小

説
な
ど
（
８
０
０
字
以
内
）、
写
真
、

絵
、
書
、
切
り
絵
な
ど
を
写
真
化

し
た
も
の
。

応
募
期
限　

12
月
10
日

問
合
せ
先　市教

育
係 

☎
52
―
３
１
６
６

●清水沢地区から南部地区へ行くとき
行先
種別

清水沢駅前
南支所
小学校前
清陵町

夕張高校正門前
中学校前

住の江町
遠幌
岳見町
岳見住宅前
幌南町
夕南町
南部霊園前
新光町
南部

南　部
★路線バス
12：01
12：02
12：04
12：05
12：09
12：11

12：19
12：20
12：20
12：21
12：21
12：22
12：23
12：24
12：25

南　部
路線バス
13：36
13：37
13：39
13：40
13：44
13：46

13：54
13：55
13：55
13：56
13：56
13：57
13：58
13：59
14：00

南　部
路線バス
16：06
16：07
16：09
16：10
16：14
16：16

16：24
16：25
16：25
16：26
16：26
16：27
16：28
16：29
16：30

南　部
★路線バス
14：41
14：42
14：44
14：45
14：49
14：51

14：59
15：00
15：00
15：01
15：01
15：02
15：03
15：04
15：05

南　部
★路線バス
18：36
18：37
18：39
18：40
18：44
18：46

18：54
18：55
18：55
18：56
18：56
18：57
18：58
18：59
19：00

★印は日曜日、祝日、第２・第４土曜日運休

（※

２
）
デ
マ
ン
ド
運
行

デマンド2
清水沢駅前発
12：01便

南　部
デマンド4
清水沢駅前発
16：00便

実
証
期
間
中
毎
日
デ
マ
ン
ド
運
行

南　部
デマンド6
清水沢駅前発
17：40便

実
証
期
間
中
毎
日
デ
マ
ン
ド
運
行

清
水
沢
地
区
の
主
な
バ
ス
停
留
所

訂正箇所
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「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

11
月
10
日 

申
請
受
付
終
了

◆
申
請
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
申

請
期
限
は
11
月
10
日
（
火
）
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
期
限
ま
で
に
申
請
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
は
、
辞
退
と
み
な
さ

れ
、
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

申
請
書
が
届
い
た
方
で
、
ま
だ
手

続
き
を
し
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
必

ず
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

申
請
書
が
届
い
た
方
で
も
、
必
ず

し
も
支
給
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
給
付
金
の
対
象
と
思
わ
れ
る
方

で
、
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、
問
合
せ
先
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
支
給
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
広

報
ゆ
う
ば
り
８
月
号
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の

詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

申
請
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
っ
た

場
合
、
市
か
ら
問
合
せ
を
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自

動
預
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る

こ
と
や
、
支
給
の
た
め
の
手
数
料
な

ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
市
の
担
当
ま

た
は
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

臨
時
福
祉
給
付
金　

市
生
活
福
祉
係

（
市
役
所
２
階
９
番
窓
口
）

☎
52
―
１
０
５
９

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

市
教
育
課
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

係
（
市
役
所
３
階
15
番
窓
口
）

☎
52
―
３
１
６
８

介
護
予
防
！
ゆ
う
ば
り
脳
ト
レ

運
動
教
室
開
催
会
場

「
介
護
予
防
！
ゆ
う
ば
り
脳
ト
レ
運

動
教
室
」
の
11
・
12
月
開
催
会
場

は
次
の
と
お
り
で
す
。

昨
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
ゆ

う
ば
り
貯
筋
体
操
」
の
内
容
を
変

更
し
、
認
知
機
能
を
維
持
向
上
す

る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
た
に
加
え

実
施
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
開
催

初
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
が
あ
る
会
場
で
定
員
を
超
え

る
場
合
、
会
場
近
隣
地
域
の
方
、
初

め
て
参
加
す
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

◆
真
谷
地
６
区
集
会
所　

11
月
12
日 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◆
は
ま
な
す
会
館　

11
月
12
日 

午

後
１
時
30
分
〜
３
時

◆
紅
葉
山
会
館　

11
月
24
日
、
12
月

１
日 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◆
清
水
沢
生
活
館　

11
月
24
日
、
12

月
１
日 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

◆
楓
集
会
所
（
定
員
20
人
）　

11
月

18
日
、
25
日 

午
前
10
時
〜
11
時
30

分◆
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

11
月
18
日
、
25
日 

午
後
１
時
30
分

〜
３
時

※
当
日
の
受
け
付
け
は
、
開
催
30

分
前
か
ら
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
保
健
係 

☎
52
―
３
１
０
６

ゆ
う
ば
り
貯
筋
体
操
普
及
講
座

４
種
目
（
腹
筋
・
背
筋
・
腕
立
て
・

ス
ク
ワ
ッ
ト
）
で
身
体
を
変
え
る
！

内　

容　

簡
単
な
有
酸
素
運
動
と

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
う
た
体
操

と　

き

第
１
回　

12
月
10
日
（
木
） 

第
２
回　

来
年
２
月
８
日
（
月
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
で
、

両
日
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

対　

象　

市
民
の
方
（
持
病
の
あ
る

方
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
事
前
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。）
参
加
無
料
。

講　

師　

一
般
社
団
法
人
地
域
ウ

エ
ル
ネ
ス
・
ネ
ッ
ト
指
導
員

定　

員　

１
会
場
30
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

申
込
期
限　

11
月
20
日
（
金
）

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

当
日
は
動
き
や
す
い
服
装

で
、
運
動
靴
、
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
水

分
補
給
用
飲
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先 

市
健
康
保
険
係 

☎
52
―
３
１
０
５

日
赤
夕
張
地
区
か
ら
の
お
知

ら
せ

◆
赤
十
字
雪
上
安
全
法
救
助
員
Ⅰ

養
成
講
習

雪
上
（
ス
キ
ー
場
）
で
急
病
人
や

け
が
人
を
正
し
く
救
助
す
る
た
め
に

必
要
な
、
応
急
手
当
の
知
識
や
技
術

を
学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
５
日 

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
40
分
（
予
定
）

と
こ
ろ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

18
歳
以
上
の
救
急
法
救

急
員
の
資
格
を
有
し
、
全
日
本
ス

キ
ー
連
盟
の
技
能
判
定
テ
ス
ト
２

級
に
相
当
す
る
技
術
を
有
す
る
方

定　

員　

10
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

受
講
料　

７
０
０
円
（
教
材
費
）

申
込
期
限　

11
月
16
日

◆
日
赤
社
資
募
集

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
世
界
各

地
で
の
救
護
活
動
は
も
と
よ
り
、

国
内
で
の
災
害
救
護
、
血
液
事
業
、

医
療
活
動
、
社
会
福
祉
事
業
な
ど

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
赤
十
字
の
活
動
は
、

社
員
が
納
め
る
社
費
や
一
般
の
皆

さ
ん
か
ら
の
寄
付
金
に
よ
る
社
資

に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
赤
夕
張
市
地
区
で
は
、
こ
の

社
資
募
集
を
町
内
会
、
赤
十
字
奉

仕
団
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

法
人
社
資
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

税
法
上
の
優
遇
措
置
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

毎
年
10
月
〜
年
内

※
実
施
期
間
以
外
で
も
受
付
し
て

い
ま
す
。

社
資
は
全
額
、
日
本
赤
十
字
社

へ
送
金
し
、
日
本
赤
十
字
社
の
幅

広
い
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先　

日
赤
夕
張
市
地
区（
市

生
活
福
祉
係
）
☎
52
―
１
０
５
９
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実
施
時
間　

◆
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

電
話
・
来
所
相
談　

午
前
９
時
〜
午

後
５
時

電
話
相
談　

午
後
５
時
30
分
〜
８
時

◆
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

電
話
相
談　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
実
施

し
ま
せ
ん
。
来
所
相
談
は
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

連
絡
先　

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
１
―
６
６
６
―
９
９
５
５

平
成
27
年
市
営
住
宅
臨
時
募
集

募
集
住
棟　

一
般
枠
（
住
宅
に
困
っ

て
い
る
方
）、
公
営
住
宅
、
南
清
水

沢
地
区
、
Ｄ
49
―
１
、３
Ｄ
Ｋ
、
３

階
、
１
戸

入
居
資
格　

政
令
で
定
め
る
収
入
の

基
準
を
満
た
す
方
、
地
方
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
方
、
住
宅
に
困
っ
て
い

る
方
な
ど
。
既
に
市
・
道
営
住
宅
に

入
居
し
て
い
る
方
で
、
お
風
呂
が
な

い
方
や
世
帯
構
成
員
が
増
減
し
た
方

な
ど
、
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
住

替
え
の
条
件
を
満
た
す
方
。

応
募
期
間　

11
月
２
日
〜
11
日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
込
方
法　

本
人
が
市
役
所
３
階

建
築
住
宅
係
ま
た
は
南
支
所
に
、
関

係
書
類
（
申
込
用
紙
、
印
鑑
、
入

居
者
全
員
分
の
収
入
が
分
か
る
も
の

な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
持

参
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
郵

送
に
よ
る
提
出
も
受
け
付
け
し
ま
す

（
※
11
月
11
日
必
着
）。
応
募
者
が

複
数
と
な
っ
た
場
合
は
抽
選
で
決
定

し
ま
す
。
当
選
者
は
、
入
居
資
格

審
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅
係 

☎
52
―
３
１
１
９

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関

す
る
お
知
ら
せ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
新
薬

の
特
許
が
切
れ
て
か
ら
同
じ
有
効
成

分
で
作
ら
れ
た
薬
で
、
厚
生
労
働
省

か
ら
効
き
目
や
安
全
性
が
新
薬
と
同

等
と
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
薬
の
開

発
費
用
が
少
な
い
分
、
一
般
的
に
は
新

薬
よ
り
安
い
価
格
と
な
り
ま
す
。

夕
張
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
平
成
27
年
７
月
分
薬
代
で
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す
る
と

自
己
負
担
額
が
３
０
０
円
以
上
安

く
な
る
と
思
わ
れ
る
方
を
対
象
に

お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
（
差
額
通
知
）

を
発
送
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の
内
容

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

定
期
的
（
年
２
回
）
に
お
知
ら
せ

ハ
ガ
キ
を
発
送
す
る
予
定
で
す
の
で
、

今
後
送
付
を
希
望
し
な
い
方
は
、
市

健
康
保
険
係
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先  

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
―
53
―
０
０
０
６

市
健
康
保
険
係 

☎
52
―
３
１
０
５

家
族
の
日
・
家
族
の
週
間

少
子
化
対
策
に
係
る
「
結
婚
、

妊
娠
、
子
ど
も
・
子
育
て
に
温
か
い

社
会
の
実
現
」
に
向
け
、
家
族
の
大

切
さ
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
目

的
の「
家
族
の
日
」「
家
族
の
週
間
」。

皆
さ
ん
も
、
家
族
や
地
域
の
つ

な
が
り
、
子
ど
も
を
育
て
て
い
く

大
切
さ
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

北
海
道
地
方
税
等
合
同
公
売
会

に
参
加
し
ま
す

市
税
や
道
税
の
徴
収
対
策
強
化

の
一
環
と
し
て
、
北
海
道
と
市
町

村
な
ど
が
連
携
し
、
滞
納
者
か
ら

差
押
え
た
財
産
の
公
売
会
を
合
同

で
開
催
し
ま
す
。
夕
張
市
も
、
捜

索
な
ど
に
よ
り
差
押
え
た
財
産
を

公
売
し
ま
す
。

公
売
会
で
は
、
実
際
に
公
売
物
件

を
目
に
し
て
入
札
や
競
り
売
り
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
15
日 

正
午
〜
午
後

３
時

と
こ
ろ　

北
海
道
札
幌
高
等
技
術

専
門
学
院
体
育
館
（
札
幌
市
東
区

北
27
条
東
16
丁
目
１
―
１
）

※
札
幌
市
営
地
下
鉄
東
豊
線
「
元

町
駅
」
下
車
↓
１
番
出
口
か
ら
北

方
向
へ
徒
歩
４
分

公
売
参
加
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
個
人
は
認
め
印
、
法
人

は
代
表
印
）
②
本
人
確
認
が
出
来

る
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
③

委
任
状
（
代
理
人
が
入
札
に
参
加

す
る
場
合
）
④
買
受
代
金

問
合
せ
先　

札
幌
道
税
事
務
所
税

務
管
理
部
納
税
課
納
税
第
１
Ｇ 

☎

０
１
１
―
２
０
４
―
５
２
２
５
、

市
収
納
係 

☎
52
―
３
１
２
９

11
月
11
日
〜
20
日
は

　
　
　

冬
の
交
通
安
全
運
動

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
ゆ
う
ば
り

と　

き　

11
月
11
日 

午
後
１
時
30

分と
こ
ろ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
前

冬
季
は
、
気
象
、
路
面
変
化
に
応

じ
た
状
況
判
断
や
運
転
技
法
・
意
識

の
切
り
替
え
が
重
要
で
、
特
に
初
冬

期
は
、路
面
状
況
が
刻
々
と
変
化
し
、

比
較
的
気
温
が
高
い
た
め
凍
結
路
面

が
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ス
リ
ッ
プ
防
止
な
ど
を
図
る
た

め
の
活
動
な
ど
を
推
進
す
る
た
め

冬
の
交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま
す
。

終
了
後
、
千
代
田
三
叉
路
で
街

頭
啓
発
を
実
施
し
ま
す
。
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

交
通
安
全
対
策
本
部
事

務
局
（
南
支
所
）
☎
59
―
６
１
１
１

夜
間
と
休
日
に
お
け
る
配
偶

者
な
ど
か
ら
の
暴
力
に
係
る

電
話
相
談
の
実
施

北
海
道
に
お
け
る
配
偶
者
な
ど
か

ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
に
係
る
相
談
件

数
は
、
平
成
26
年
度
に
１
４
、１
３
３

件
と
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
立
女
性
相
談
援
助
セ
ン

タ
ー
で
は
、
Ｄ
Ｖ
に
係
る
電
話
相
談

を
次
の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
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看
護
師
等
の
届
出
制
度

10
月
１
日
か
ら
「
看
護
師
等
の

届
出
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准

看
護
師
の
免
許
を
持
ち
、
仕
事
を

し
て
い
な
い
方
は
「
看
護
師
等
の

人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
く
、
北
海
道
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
へ
届
け
出
る
こ
と
が
努
力
義

務
に
な
り
ま
し
た
。

届
け
出
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
個

人
で
届
け
出
る
だ
け
で
な
く
、
離

職
時
の
勤
務
先
（
病
院
、
介
護
施

設
な
ど
）
が
離
職
者
の
同
意
を
得

て
代
行
し
届
け
出
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
離
職

者
の
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行

う
こ
と
で
、
看
護
職
と
し
て
切
れ

目
の
な
い
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

北
海
道
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー 

☎
０
１
１
―
８
６
３
―

６
７
９
４
（
月
曜
〜
金
曜 

午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）

平
成
28
年
度 

訓
練
生
募
集

北
海
道
立
札
幌
高
等
技
術
専
門

学
院
で
は
、
次
の
と
お
り
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
科
目　

精
密
機
械
科
、
金
属
加

工
科
、
電
子
印
刷
科
、
建
築
技
術
科
、

建
築
設
備
科
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
技

術
科

出
願
期
間　

推
薦
選
考 

11
月
１
日

〜
11
月
15
日　

一
般
選
考 

11
月
16

日
〜
12
月
５
日

問
合
せ
先　

北
海
道
立
札
幌
高

等
技
術
専
門
学
院 

☎
０
１
１
―

７
８
１
―
５
５
４
１

狩
猟
免
許
試
験

【
狩
猟
試
験
予
備
講
習
】

と　

き　

11
月
29
日 

午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

岩
見
沢
市
会
館
ま
な
み

〜
る

受
講
料　

第
１
種
、
第
２
種 

７
、

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）、

網
、
わ
な 
５
、０
０
０
円
、
同
時 

１
０
、０
０
０
円

受　

付　

11
月
１
日
〜
11
月
21
日

【
狩
猟
試
験
】

と　

き　

12
月
６
日 

午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

空
知
総
合
振
興
局

問
合
せ
先  

空
知
猟
政
協
議
会 

☎
０
１
２
６
―
25
―
５
７
６
８

（
火
・
木
曜
日
の
み
）

夕
張
市
健
康
増
進
計
画
「
健
康

ゆ
う
ば
り
21
」
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
実
施

市
民
の
健
康
増
進
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
夕
張
市
健
康

増
進
計
画
「
健
康
ゆ
う
ば
り
21
」

を
策
定
し
ま
す
。

策
定
に
あ
た
り
原
案
を
公
表
し

て
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

聴
く
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間　

11
月
２
日
〜
12
月
１
日

閲
覧
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

役
所
窓
口
（
市
保
健
係
、
南
支
所
）

意
見
提
出
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
窓
口
に
あ
る
意
見
用
紙

に
記
入
し
て
、
メ
ー
ル
送
信
・
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　市保

健
係 

☎
52
―
３
１
０
６

清水沢地区で
「テレビ北海道（ＴＶｈ）」の放送が始まります！

民放テレビ局「テレビ北海道 ( ＴＶｈ )」の放送が清水沢中継
局からも送信され、清水沢地区で視聴可能になります。
【試験放送】１１月２７日（予定）　【開局】１２月下旬（予定）
◆テレビ北海道とは？
テレビ北海道 (テレビ東京系列 ) は、地上デジタル放送の民放
局で、経済番組や旅、バラエティ、歌謡、スポーツのほか、子ど
もたちに人気のアニメ番組なども多く放送されています。
放送番組などの詳細は、テレビ北海道のホームページをご覧く
ださい。ＨＰアドレス　http://www.tv-hokkaido.co.jp/
◆チャンネルの設定方法
現在のデジタルテレビの多くは、チャンネルが自動で設定され
ますが、一部のテレビや地デジチューナーなどで、チャンネル設
定を手動で行う必要があります。
設定については、テレビの取扱説明書をご覧いただくか、メー
カー、電器店、販売店などに相談してください。
　★テレビリモコンの　７ チャンネルを押す→映らない場合は→
　　→設定（チャンネルスキャン）
※メニューまたは受信設定などからチャンネルスキャンを選択
します。

■試験放送期間は、機器類の調整のため電波を停止することがあ
ります。
■スケジュールは、現段階での予定であり、工事の進捗状況によっ
て変更になる場合があります。
■地形などが原因で受信障害が発生する時は、アンテナの調整が
必要な場合があります。電器店などにご相談ください。

受信に関する問合せ先
テレビ北海道視聴者センター　
☎０１１－２１８－１５０７
問合せ先
市まちづくり企画室　
☎５２－３１４１
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シューパロ湖の湖面活用
10月６日（シューパロ湖）
夕張シューパロダムの完成により活用の可能性
が広がったシューパロ湖。
湖面の林間コースを体験できるカヌーツアーな
ど、貴重な観光資源として普及促進に取り組みま
す。

ＪＡ青年部軽トラ市　10月３・４日（道の駅夕張メロード）
今年も農協青年部が軽トラに新鮮な野菜を乗せて販売。名
物「100円焼きとうきび」や「地場野菜と夕張産の米を使
用したカレーライス」も好評でした。

デマンド交通実証実験説明会
10月14日（南部コミュニティセンター）
11月から南部地区から清水沢地区で実施するデマ
ンド交通実証実験の説明会を開催しました。利用者
が減ってきている公共交通を維持するために、まず
は利用していただき、皆さんの声を聴かせてください。





























国
に
お
い
て
国
民
の
健
康
づ
く
り

対
策
が
昭
和
53
年
『
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

か
ら
始
ま
り
、
10
年
を
単
位
に
改
正

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
15
年
に
は

国
民
に
健
康
増
進
に
努
め
る
責
務
を

明
記
し
た
健
康
増
進
法
が
制
定
さ
れ
、

そ
の
３
年
前
に
始
ま
っ
た
健
康
づ
く
り

運
動
『
健
康
日
本
21
』
か
ら
健
康
寿

命
（
長
寿
に
伴
っ
て
元
気
で
い
る
期

間
）
を
延
ば
す
と
い
う
大
目
標
が
打

ち
出
さ
れ
、
元
気
を
阻
害
、
も
っ
と

言
う
と
病
気
や
介
護
を
引
き
起
こ
す

要
因
と
考
え
ら
れ
る
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
重
点
が
置
か
れ
、
特
に
発
症

を
予
防
す
る
１
次
予
防
の
考
え
方
、
一

生
を
通
じ
て
行
う
健
康
づ
く
り
と
そ

の
環
境
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
、
健
康
づ
く
り
対
策

は
第
４
次
に
入
り
、
少
子
高
齢
化
に

よ
る
社
会
保
障
費
（
医
療
・
介
護
・

年
金
）
の
増
大
が
待
っ
た
な
し
の
状

況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、

発
症
予
防
に
加
え
て
生
活
習
慣
病
の

重
症
化
予
防
、
具
体
的
な
生
活
習
慣

の
改
善
、
社
会
全
体
で
の
推
進
な
ど

が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
『
健
康
日
本

21
第
２
次
』
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

夕
張
市
に
お
い
て
は
、
健
診
や
相

談
、健
康
教
育
な
ど
こ
れ
ま
で
も
様
々

な
形
で
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
が
、
い
ま
一
度
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
状
態
の
現
状
を
身
近
に

あ
る
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
把
握
し
、
改

め
て
基
本
的
な
考
え
方
や
目
標
、
対

策
を
整
理
し
、
今
後
に
向
け
た
計
画

と
し
て
『
健
康
ゆ
う
ば
り
21
』
を
策

定
し
ま
す
。

夕
張
市
の
男
性
平
均
寿
命
が
全
国

平
均
よ
り
も
2.1
歳
短
命
だ
っ
た
の
で

す
が
、
全
国
１
、９
２
２
市
町
村
の
順

位
で
は
ワ
ー
ス
ト
66
位
だ
っ
た
こ
と

に
驚
き
を
感
じ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
肥
満
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
、

喫
煙
率
や
飲
酒
率
が
高
い
こ
と
な
ど
、

生
活
習
慣
の
改
善
や
予
防
は
ま
だ
ま

だ
で
あ
る
こ
と
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
保
健
活
動
を
通
し
て
健

診
結
果
に
関
心
を
持
つ
方
が
増
え
て

き
て
い
る
実
感
、
予
防
の
重
要
性
が

少
し
ず
つ
浸
透
し
て
い
る
実
感
も
あ

り
、さ
ら
に
多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
月
か
ら
原
案
を
公
表
し
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

来
月
か
ら
、
内
容
の
一
部
を
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
連
載
し
て
い
き
ま
す
。

保
健
師　

永
澤　

綾
子

夕
張
市
健
康
増
進
計
画

　
　
　

健
康
ゆ
う
ば
り
21
策
定
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使
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

◆
来
年
１
月
か
ら
は
個
人
番
号
カ
ー

ド
に
電
子
証
明
書
が
搭
載
さ
れ
ま
す

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
は
今

年
の
10
月
か
ら
申
請
で
き
ま
す
が
、

申
請
が
集
中
し
た
場
合
、
交
付
が

遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
を
控
え
た
時
期
に
有

効
期
限
満
了
を
迎
え
る
方
は
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
開
始
に

伴
い
12
月
23
日
以
降
は
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
る
電
子
証
明

書
の
発
行
や
更
新
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　市市

民
係 
☎
52
―
３
１
０
４

平成２７年 10月１日現在
人　口 9,205 人 （－ 19 人）
　男　 4,275 人 （－ 5人）
　女　 4,930 人 （－ 14 人）

世帯数 5,283 世帯 （－ 16世帯）
 （　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、
広
報
ゆ
う
ば
り
12
月
号
は

12
月
１
日
に
配
布
し
ま
す
。

このコーナーに掲載する乳幼児（小学校入学前まで）
の写真をお待ちしています。

送り先　市総務係　（☎５２－３１７０）

父・慎太郎さん　母・仁美さん
紅葉山

木
村 

美み
す
ず涼　

ち
ゃ
ん

平
成
24
年
11
月
14
日
生
ま
れ

こどものへや

発行　夕張市（毎月 1日発行）北海道夕張市本町 4丁目 2番地　☎ 0123-52-3170
編集　総務係　　　　　　　　夕張市ホームページ　http://www.city.yubari.lg.jp

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
公
的

個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証

明
書
の
発
行
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

（
再
交
付
）
手
続
き
は
12
月
４
日
、

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子

証
明
書
の
発
行
（
更
新
）
を
希
望

す
る
方
は
12
月
22
日
、
い
ず
れ
も

午
後
５
時
ま
で
に
、
市
役
所
市
民

係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
証
明
書
は
、
発
行
を
受
け
て

か
ら
３
年
で
有
効
期
間
が
満
了
し
、

失
効
し
ま
す
。

失
効
し
た
場
合
に
は
、
国
税
の
電

子
申
告
な
ど
の
電
子
申
請
・
届
出
に

市
民
還
元 

リ
フ
ト
・
ゴ
ン
ド

ラ
１
日
券
前
売
り
販
売

販
売
期
限　

12
月
10
日

利
用
期
間　

平
成
27
年
オ
ー
プ
ン

〜
平
成
28
年
ク
ロ
ー
ズ

販
売
場
所　

ホ
テ
ル
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス

イ
１
階
フ
ロ
ン
ト
カ
ウ
ン
タ
ー

※
住
所
や
年
齢
を
証
明
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、

学
生
証
な
ど
）
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
シ
ニ
ア
・
中
高
生
は
、
利
用
当
日
年

齢
確
認
が
で
き
る
証
明
書
を
持
参
。

割
引
価
格　

大
人
４
、７
５
２
円
↓

３
、５
０
０
円
、
シ
ニ
ア
３
、６
７
２

円
↓
２
、７
０
０
円
、
中
高
生
３
、

６
７
２
円
↓
２
、２
０
０
円
、
小
学

生
２
，
８
０
８
円
↓
１
、７
０
０
円

※
シ
ニ
ア
は
60
歳
以
上
の
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ

ス
キ
ー
場 

☎
52
―
５
１
５
１

マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ
ー
ス

ク
ー
ル
募
集
中

ス
キ
ー
を
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
楽

し
み
、
自
然
や
団
体
生
活
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
、
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

　
（
小
中
学
生
対
象
）

と　

き　

12
月
〜
３
月
末

内　

容　

週
４
回
程
度
の
レ
ッ
ス
ン

申　

込　

随
時

◆
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
合
宿

　
（
小
中
学
生
対
象
）

と　

き　

12
月
28
日
〜
30
日
、
１
月

６
日
〜
８
日

内　

容　

冬
休
み
中
、
３
日
間
の
合

宿
型
ス
キ
ー
レ
ッ
ス
ン

宿　

泊　

合
宿
の
宿 

ひ
ま
わ
り（
鹿

ノ
谷
山
手
町
）

申
込
期
限　

合
宿
初
日
の
一
週
間
前

◆
メ
ン
バ
ー
ズ
（
中
学
生
以
上
）

と　

き　

フ
ル
シ
ー
ズ
ン

内　

容　

シ
ー
ズ
ン
中
レ
ッ
ス
ン

が
い
つ
で
も
格
安
で
受
け
ら
れ
る

申　

込　

随
時

※
特
典
や
料
金
な
ど
、
詳
細
は
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

マ
ウ
ン
ト
レ
ー

ス
イ
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ス

ク
ー
ル 

☎
52
―
５
０
０
０

第
26
回 

市
民
音
楽
の
夕
べ

と　

き　

11
月
14
日 

午
後
２
時
30

分
開
演
（
入
場
無
料
）

と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
シ
ュ
ー
パ
ロ

出　

演　

夕
張
レ
コ
ー
ド
愛
好
会
、

コ
ー
ル
・
リ
ラ
、
コ
ー
ル
・
ポ
ピ
ー
、

夕
張
市
民
吹
奏
楽
団
、
リ
ン
デ
ン

コ
ー
ル

問
合
せ
先　

夕
張
音
楽
協
会
（
夕
張

友
酉
市
場
内
） 

☎
53
―
４
０
１
１

年
末
調
整
な
ど
の
説
明
会

年
末
調
整
事
務
と
源
泉
徴
収
票
・

同
合
計
表
の
作
成
要
領
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
に
送
付
し
た
書
類
を
持
参

の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
17
日 

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先  

市
賦
課
係 

☎
52
―
３
１
２
０


